
131
関東入厩

父）フェアリーワルツの05    牡・鹿毛 2005年1月31日生

全40口 ●1口50万円（総額2,000万円）
追分ファーム  追分ファーム

ゴールドアリュール
栗 1999

*サンデーサイレンス
Sunday Silence
青鹿 1986

Halo Hail to Reason
Cosmah

Wishing Well Understanding
Mountain Flower

*ニキーヤ
Nikiya
鹿 1993

Nureyev Nothern Dancer
Special

Reluctant Guest Hostage
Vaguely Royal

*フェアリーワルツ
Fairy Waltz
鹿 1999

リアファン
Lear Fan
鹿 1981

Roberto Hail to Reason
Bramalea

Wac Lt. Stevens
Belthazar

クイックアンドスムース
Quick and Smooth
鹿 1992

Crafty Prospector Mr. Prospector
Real Crafty Lady

Ms. Balding Sir Ivor
Vanilla (A1)

ポイント
父の産駒特有の発達した首差しに隆起した肩周り、張りのあるトモがひときわ目につく1頭です。やや
詰まったつくりをしていますが、前躯がとても力強く、深い胸前や幅が広くよく締まった腹・背・腰か
らは心肺機能と内臓面の強さを感じとることができます。放牧地では馬群に入っても堂々としたもの
で、他馬の間を突進していくような姿が見られ、負けん気の強さをアピールしています。その気持ちを
前面に押しだして、大舞台や最後の直線などの底力が必要な苦しい場面を乗りきってくれる姿がいまか
ら目に浮かびます。
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